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古 地 図 に あ らわ れ た マ ラ ッカ

- その出現とポル トガル ･オランダ支配期の都市図
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は し が き

現在マラヤとよばれている土地は19世紀中頃まで, 共通の呼称を欠いていた｡ マレー人は

"tanahMelayu"という呼称を有 してはいたが,これはジャワ ･スマ トラ ･ボルネオまでをも

ふ くむ広範囲を示すものであった｡イギ リスがこの半島に進出してから,半島の呼称を必要と

しはじめてはいた1)が,19世紀中 頃にはヨーロッパにおいてなお"マラッカの半島''という古い

よび名がはるかに親 しまれた名称であった｡2)

それは,15世紀以後,ヨーロッパでプ トレマイオスの地図が復活 してから,この半島をもっ

てプ トレマイオス図 東端の AureaChersonesusにあてる見解があり, また これとともに16

世紀初頭,ポル トガルがインドに進出するや,マラッカ王国の繁栄を聞きったえたヨーロッパ

人はこの プ トレマイオス図の AureaChersonesusの輪郭の半島上に マラッカの地名を記す

ものが出現 したことに始まる｡さらにまたアラビア人パイロットからインド洋のかなたのマラ

ッカの存在を教わり,巨大で異様な輪郭をもつマレ-半島を描いてマラッカの地名を記入 した

ものも作られて,これらが重視され,継承されたことにもよる｡

マラッカの町は16世紀初頭,ポル トガルによって占領され,その貿易上占める位置の重要性

のために世界の注目を集めた｡マラッカの支配権はその後,17世紀にはオランダに移ったが,

ポル トガル支配以後,マラッカの名称は単なる港や町の名称だけでなく,半島全体を示す名称

1) R.0.Winstedt,MalayaanditsHistory,London,1953,p.8.
2) Winstedtは19世紀まで全半島に対するいかなる名称も存在しなかったと述べているが,現存の16,
17,18世紀の地図にはマレー半島そのものに対してもマラッカの地名を記すものが少なくない｡
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としても片往lられていたのである｡

本稿の目的はまず大航海時代の世界図や海図その他の広域地図のなかにマラッカ地名を求め

て,その地図の性格や作成時の状況を探 り,またマラッカの港や町をあらわす古地図から要某

や市街の状況を明らかにするにある｡,ただ筆者の身近にある限られた資料だけに頼ったため,

欠渥したものもあると思われるが,この小編がマラッカ古地図研究のささやかな踏石ともなれ

ば幸いである｡

Ⅰ ヨーロッパ古地図におけるマラッカの出現

15世紀末から16世紀初頭において南海で活発な活動を行なったのはポル トガル人であった｡

地理学におけるルネサンスは,プ トレマイオスの復活であるといわれるが3), ポル トガル人の

もたらした南海の知識は新大陸に関するそれとともに,_/圭きかえったプ トレマイオスの地図を

修正 していったOこの時期の地図の特徴は,アフリカ沿岸の地名が,しだいに詳沖は なり,刺

刻と南下航海され,回航される事情が手にとるように示されるし,新大陸の東岸の輪郭が,ま

るで =あぶり出し"のように大西洋をこえたところに現われる｡やがてインドが,幻の彼方ら

忽然と拍現 し,インド洋の輪郭がおぼろげながらできていく｡
1960年 に -ンリー航海王を記念 して, リスボンで 出版された PortogaliaeMonumenta

CartograPhica(P.M.C.と略す)5Vols.はこの時代にポル トガル人によって作成されたすべ

ての地図を含む folio版の巨冊で,A.Cortesao と A.TeixeiradaMota の編に成り,怨

切な書誌が什せ られている｡この地図集成のなかで,最初にマラッカ地名を記す地図を探すな

らば, 1502年頃の作成と目せ られるいわゆる "Cantinoの 地図"がまずあげられねばならな

いO-方 1897年ス トックホルムで出版された A.E.Nordenski61dの Peril)lusは広 く諸民族

の主要古地図を集めた古典的な地 理 学史地図帳で,1492年から1561年にいたるアジアに関する

地図質料の書誌が収められている｡4' いまこの南海闇係図 100余種のなかから,マラッカ地名

を有する最初の地図を探すならば,前述 した AlbertCantinoの地図のほかに,さらにもう一

つ Dr.Hamy蔵 ()榊ttj=)の一世界図が見出されるo これまた1502年頃の作成とされるもので,

VascodaGamaのインド到着雨後の時期とされるC 前者は PortogaliceMonumentaCart0-

graPhicaに,後者は PeriPZusに人きく複製されているので, これによる研究が 可能となっ

ている.以下,この地図をはじめ,マラッカ地名を記載する初/fgjの広域地図や海図の日録を吉

きつらねる｡

/マラッカ地名の記戴される16世紀初頭の主要な広域図′ノ

1.Anon.--A.Cantino,notitle,planisphere,ca.1502,Biblioteca Estense,Modena,

3) R.A.Skelton,DecorativePrintedMaPsofthe15thtolathCenturies,London,1952,p.35.
4) A.E.Nordenski6ld,PeriPlus,1897,pp.149-161.
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105.0)<220.0cm_(P.M.C.plate4,5)

2.Anon.,notitle,worldmap,ca.1502,HuntingtonLibrary,SanMarino,California,

94.0×59.0cm.(PeriPlusXLV)

3.JohannesRuysch,"UniversaliorCognibiOrbis tabula ex reccentibusconfecta

observationibus," ca.1508,inPtolemy'sAtlas,Rome1507,1508.(FacsimilAtlas

XXXII)

4.Anon.一一Jorge Reinel,no title, chart,ca.1510,Herzog AugustBibliothek,

Wolfenbtittel,114.5:く160.0cm.(P.M.C.plate9)

5.Francisco Rodriges,no title,chart,ca.1513,Bibliotとque dela Chambre des

D台putes,Paris,26.3)く37.7cm.(P.M.C,plate35,ⅤⅠⅠ)

6.Anon.---Pedro Reine1,no title, chart,ca.1517, formerly Armebibliothek,

Mtinchen,68.0×131.0cm.(P.M.C.plate10)

7.Anon.一一PedroReinel,notitle,chart,ca.1518,Britisch Museum,London,69.8

)(103.0cm.(P.M.C.platell)

H HCantino図"と りHamy図"

目録 1の "Cantino図"は羊皮紙に着彩された美しい写本 (105.0×220.0cm)で現在 Modena

の BibliotecaEstenseに蔵せ られる｡縮尺 およそ 12,820,000分の 1｡ この地図の作成過程

およびその資料については従来種々の説が行なわれていたが,現在ではポル トガル人がポル ト

ガルの資料によって括いたとする説に傾いている｡5' しかしこの図の資料となった地図には新

大陸に関する Columbusや Vespucciなど イタリア の資料が用いられていることは歴然とし

ており,資料におけるポル トガル資料-の完全依存という説は全面的には容認 し得ないように

思われる｡この地図の作成者 A.Cantinoは Ferara侯の命をうけて リスボンに赴き,ポル ト

ガル人の探検 ･航海の記録 を 収集した人物である｡6〕 作成年不明のこの地図が,なぜ 1502年

の作成時期が与えられるかは つぎの事情によるo P.M.C.の編者によれば,JoaodaNova

が,1501-02年に行なったインド-の航海の途次発見された Ascension 島がこの地図のなか

に記入されており, この発見の報告が1502年 9月,おりしも Cantinoが滞在 していた リスボ

ンに到着している点,またその時行なわれていた1501-02年にわたるポル トガルのブラジルへ

の探検航海の成果がこの地図に反映されていない点などが根拠となって1502年という作成年が

与えられている｡7)

この地図 は ヨーロッパ 地図学史上きわめて重要 な 地図とされている｡ それはこの地図が

5) A.Cortes急oeA.TeixeiradaMota,PortogaliaeMonumentaCartograPhica,Lisboa,1960
(P.M.C.と略す),Vol.Ⅰ.pp.8ff.
6) Ibid.,p.8.
7) Ibid.,pp.9-ll.
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干 予 ≡ ∵ 二

全 図

部 分 図

写真1広域図目録 1 Anon.-A.Cantino,notitle,planisphere,ca.1502,
BibliotecaEstense,Modena.

Waldscemtillerの地図などと同様, 大西洋のかなたに新人陸の一部を描 く一万で, rT:_相三をき

わめたアフリカ大陸の輪郭と,かつてみないインド洋方面の新知識を同居させて,申邦 ･南部

アメリカの一角を描 くとともに インド洋の東端に 巨 人な半鳥を南下 させ, その'Jtg,r狛こ "Ma-

インド東方一帯もまた ヨーロッパ人 にとって 新 しい天地の一部で なければならなかったわけ

で,人航侮時代の祝圏拡大の伏況を明瞭に反映しているからである｡

イント守輔I岸一帯の記戦におけるこの地図の特色は,1)アフリカがIII_IIAJll'三に描かれ,2)ポル

トガルの古蝕地には方形の旗印が示され,3)DiogoCao,BartholomeuDiaz,VascodaGama,

PedroA'lvaresなどの探検のあとを桟している｡4)東方ではペルシャ湾付近の描法および地

名にプ トレマイオス図の影響が残っているが,5)MagnusSinusの大湾は消滅 し, インドト
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畠の輪郭は正確となっている｡ また 6)マレー半島は過大に表現され,7)スマ トラおよびマ

ダガスカル島はい くぶん位置の正確さを失 している｡これ らの諸要素を判断すると,この地図

は明らかにポル トガルがマラッカを占領する以前の時期に属 し,まだ実際にマラッカを訪れた

ポル トガル人はな く, おそらく Gamaや Cabralの水先案内が イスラム教徒であったことか

ら考えて,その陸地の輪郭 ･緯度 ･距離の表現などいずれもイスラム教徒の資料を反映 してい

ると推定せ られる｡ またアメリカについていえば,LaCosaのごとき, イスパニア人の知識

が前述のイタリア人の知識とともに存在 していることも疑いえない｡

赤道 ･回帰線 ･極圏,それに二つの Windroseをもったこのボル トラノは, まさに大航侮

時代初期の発見の成果を如実に示すものであった｡この図の東端,南半球にまで南下する巨大

な半島の南緯 150付近,最南の河川が西流するところに "Malaqua"の地名が付せ られていた｡

すでにスマ トラは記載されていたがジャワはもちろんボルネオも記されていない｡そして,こ

のマラッカ地名の近 くにはつぎのような inscriptionが付せ られていた｡

マラッカ- この都市にはカリカットに向かうすべての商品がある｡丁字･安息香･沈香 ･

白檀 ･蘇合 ･大黄 ･象牙 ･大きな価値のある宝石 ･真珠 ･厳春 ･美 しい陶器 ･そのほか多

量の商品が認められる｡その 〔商品の〕多 くは,他所つまりシナの国から来る｡

たしかに鄭和の航海 〔最終第 7次は1433年に帰着〕以後,中国では陶器工業が栄え,資本制

生産-の移行が急速に行なわれたとする論者 もあり8), 時代はやや降るが, ｢大明合典｣ の柚

税別令 中 の貿易品の対価申,高価で需要の多い品物として陶器があげられている9) ことを思え

ば,この inscription の記載はあながち荒唐無稽ではない｡ しかし,丁字 ･安息香 ･白檀 ･象

牙などをもって, 中国からもたらされたとするのは誤りで,安息香が酉アジアの特産であるの

を除いて,他は広 く東南アジア一帯に産するもので10),たしかに中国船の運び去 り運び来る物

資のなかにこれ ら物産が存在 したことは事実であり,マラッカが,中 国･東南アジア･インド･

酉アジア一帯など広範な 地域からもたらされる物資集散の 中心､地であったことを 物語 ってい

る｡ポル トガルの進出が,マラッカ占領後,ただちにモル ッカ諸島および中国に達するのほ,

この二つのルー トが同時に東からマラッカ-入 って くる物資移入のルー トでもあったことを示

している｡

つぎに同じく1502年 頃とされる目録 2に示 した PeriPlus所収 の-世界図は羊皮紙の写本

(94.0×59.0cm)の地図で,現在カリフォルニアの SanMarinoにある Huntington Library

に所蔵されている｡11'この地図は以前,パ リの Dr.E.T.Hamyの所有 していたことによって

8) 朱傑 『鄭和』北京,1956,pp.100-104.
9) 韓椀準 『南洋遺留的中国古外鏑陶束』新加披,1959,pp･15-21.
10) 鵡承釣校注, 趨汝遥 『諸蕃志校注』 上海,1940.F.Hirth&W･W･Rockhill(translated
from theChineseandanoted),ChauJu･Kua,St.Petersburg,1911.

ll) R.A.Skelton (revisedandenlarged),LeoBagrow'sHistoryofCartography,London,
1964.に最近の所蔵者名が記されている｡
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合 図 部 分 図

写真2 広域図目録2 Anon.,notitle,worldmap,ca.1502,Huntington
Library,SamMarino,California.

"Hamyの地図" ともよばれ, また Hamyの さらに前 の所蔵者 RichardKingの名にちなん

で "King の海図" ともよばれている｡ 署名 もロイ寸も記 されていないが,1887年 に Hamyが

発表 した論 文で与 えたほぼ1502年 とい う作成時期を Nordenski61d も承認 している｡12) ァプ リ

カはFr:_確に描かれ, 南 アジアにおける VascodaGamaの航海直後の状況が示 される｡ ヨー

ロッパ,ア フ リカの輪郭はほとん ど現在の地図 とかわ らず,新大陸は西 イン ド諸 .圧 出ア メ リ

カの一旬 がわずかにLLhJliしている｡ この間の東部ではイン ドは東西二つの半島にわかjL,図の

東端には二つの半鳥が南下 している｡ ヨー ロッパ ･アフ リカ部分と,新大陸ともい うべ きアジ

ア部分の コン トラス トはきわめてkl,l'!'著で, ことにイン ド以東は,15冊紀以来,橘行を きわめた

プ トレマイオス図の影響をは っきりと示 している｡つ まりヨーロッパ ･アフ リカ部分の正碓 さ

と,アジア部分におけるプ トレマイオ ス地図系の優越 とい う奇妙な対比が この地図の特色とな

っているO そ して,"Malacha"とい う地 名が記 されている半Ff;封こは, また "Tacola"とい う

プ トレマイオス地 図 系 の地 名を伴 っていることか ら, これが りAureaChersonesus"である

ことは明らかである｡つまり,実紬 的な知識によるプ トレマイオスの地理像の修改 といえるの

である｡ ヨー ロッパにおけるマラッカの認識は,航侮者の伝聞による地理像,さらにはプ トレ

マイオス図 と航淘者による伝冊 とい う二市の地理像, この 2種類の ものが存 したわけである｡

Cantino図,Hamy図 こそ,マラッカ地名を記す現存最古の ヨーロッパ製地図なのである.

また目録 3の JohannesRuysch の "UniversaliorCognibiOrbistabula ex reccentibus

12) A.E.Nordenski61d,oP.ct't.,p.128,p.149.
A.Hamy,"Noticesurunemappemondeportugaiseanonymede1502,recemmentd6cou-
verteaLondres,"Bull.degeogr.hist･etdescr･1886,Paris,1887,pl147.

ー135- 805



東 南 ア ジ ア研 究 帝6巻 第 4号

confectaobservationibus"は1508年頃の作成と考えられているもので, 特殊な投影法によっ

て描かれたプ トレマイオス系の地名の散見する地図である.

これらについで,目録 4の JorgeReinelの1510年前後と目せ られる地図がある｡ この図は

マレー半島を南端だけしか示さないが,"Malaca"の地名と都市の記号が描かれ,

われわれが知 ってもいなければ,かつて発見 したこともない人目が多 く,優雅で豊かなマ

ラッカ

という期待に富んだ inscriptionが付記 されている｡さらに,マラッカ占領後を示すものとし

て, 目録 6の PedroReinel(ca.1517)の地図があって, 占領 を 示す方形 と三角形の旗を

"Malaca"の位置に描いている｡また,目録 7の同じく PedroReinelの 1518年前後の地図も

さらにポル トガルの占領地域の拡大を示 している｡Reinelの地図の大きな特色は香料諸島を

描いている点である｡ところで,香料諸島はすでにマラッカ占領檀後,1513年の地図に出現 し

ている｡それは目録 5の1513年作とされる FranciscoRodrigesの図帳で,アフリカ酉岸 か ら

インド沿岸一帯 ･香料諸島･中 国 ･目本に までおよぶ 広範な 海域の 海図である｡マレー半島

はこの第34葉に示され,Sangapura,RioFirmosa,Muarfl.RiodeMelkaなどの名がみえる｡

彼は D'Abulquelqueとともにマラッカに来航 し, マラッカより小国に使節として派遣された

Tom台Pires一行を送って広州-行 った こともあるす ぐれたパイロットで, 著名な作図家で

もあった｡図の内容にはイスラム教徒の海図の知識はもとより,ジャワ人 ･中 国人の水路につ

いての知識 もL.-f己載される13) 南海水路志であった｡

Ⅲ マラッカ都市図のあらまし

マラッカという地名は大航海時代におけるインド東方の新発見を象徴する地名として ヨーロ

ッパにおいてはきわめて毒祝されていた｡ それが半島をあらわすにせよ, 町や港を示すにせ

よ,それのもつ何か重要な意義がたしかに存在 していたことには疑いない｡ この重要性のl巨亡､

をなすものが,マラッカの名称の起源そのものであるとする論者 もある14'ほどで,それは商業

貿易機能にもとづ く東方の中 継地点としての役割であったに相違ない｡そして,16世紀初頭に

はまだ西洋の地図上にぼんやりとしか表現されていないけれども,その背後に,モル ッカ諸島

や中国-連絡する海上の道が隠されていた｡すでに15-世紀前半には鄭和の率いる大艦隊が入港

し,大規模な物資の交易を行ない,マレ-人の国マラッカ王国を冊封 していた｡東から酉へ,

13) P.M.C.,p.84.
14) マラッカの地名起源に関してはいくつかの伝承があるが,その主なものはスジャラ･マラユ第18年代
記にみえるアラビア語 malakat(すべての商人の集合場)より由来するとする説, またイスカンダル
シャーと"マラカ樹にまつわる伝説'', およびジャワま吾(大きな港)よりきた言葉とする説など種々伝

存している｡
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そして西から東-,南両を往来するすべての船が必ず通 らねばならない位吊,それがマラッカ

であった｡

このマラッカへ, ヨーロッパ勢力が侵入し,マラッカの主権を 手 車 に収めたとき,こU〕=眉ま

どのような変貌をとげたのだろうか｡これを示す現存の地図は必ず しも多くはないが,収来し

た資料から,その景親を古地図の上に追うことを試みることは必ず しも無意 味ではあるまいo
現存の古 地図は16日用己前半から18世紀末までにおよぶが,なかでもポル トガル支配時 代U)もU)

が多数を占 めている｡ オランダ時代の要塞については,かつての質料をもとに作成された ~.次

rt',Jな古地図が数種あり,これ らに即して研究を進めるつもりである｡いま手元にある地図はマ

ラッカの市街 ･要塞に闇する古地図およluf=i料図15葉があり,以 Fこれを列記するo

=/Malacca都市図′.

1.GasparCorreia,notitle,bird'seyeview ofMalaccatown,ms.,LendasdaIndia.

16C.,ArquivoNationaldaTorredoTombo,Lisboa,36.8)I:57.5cm.(85*)

2.GasparCorreia,no title,bird'seye view ofMalacca town,printed,IJendas

daIndia,reproduced1858-1866,16.0㌧/31.0cm.(86*)

3.ManuelGodinhodeErbdia,"Plata e formadocitiodeMalaca,"Atlasdei)inte

folhas,1610,BibliotecaNacional,RiodeJaneiro,28.8:36.5cm.(411E*)

4.ManuelGodinhodeEr占dia,"PlantadacidadeepovoacoensdeMalaca,"Declaracam

deMalaca,1613,BibliothequeRoyaleBruxelles,18.6,27.8cm.(412F*)

5.ManuelGodinhodeEredia,PlantadacidadeepovoacoensdeMalaca,reproduced

byJ.V.Mills,"Er.edia'sdescription ofMalacca,MeridionalIndia,andCathy,"

JMBRAS,Vol.VIII,Plate1,1930,35.5＼て47.5cm.**

6.ManuelGodinhodeEr6dia,"Plantadefortificacam dacidade de Malaca,"Dec-

laragamdeMalaca,1613,BibliothとqueRoyale,Bruxelles,18.6/27.8cm.(412G*)

7.ManuelGodinho de Eredia,"Planta da fortaleza de Malaca,"Declaragamde

Malaca,BibliothequeRoyale,Bruxelles,18.6＼27.8cm.(412H*)

8.Anon.- ManuelGodinho deEredia,"Taboa da planta forma da fortalezade

Malaca," Atlas-Misceldnea,ca.1615-1622, collection ofDr.C.M.C.Machado

Figueira,Lisbon,27.5/20.0cm.(417D*)

9.Anon.--ManuelGodinhode Erとdia,=Fortaleza de Malaca,"Atlas-Misceldnea,

ca.1615-1622,collection ofDr.C.M.C.MachadoFigueira,Lisboa,27.5＼､20.0cm.

(421D*)

10.JoaoTeixeira,"MalacanaAureaChersonesso･･･,"Atlasdetrintaeumacartas,

1630,LibraryofCongress,Washington,ll.2/15.1cm.(472A*)

11.JoaoTeixeira,"FortalezdeMalaca,"AtlascomuinteetrêsmaPas,16C.,Bayer-

nischeStaatsbibliothek,Mtinchen,19.5,I(28.0cm.(512*)

12.Anon.,notitle,planofMalacca,ms.,LiurodoEstadoda Indiaoriental,ca.

1635-1646,BritishMuseum,London,28.0＼:18.9cm.**
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13.P.A.Leupe,"MalakkasGrondteijckeningen1656en1663,"(Stukkenbetrekkelijk

hetbelegendeveroveringvanMalakkaopdePortugezenin1640-1641,Berigten

vanbetHistorisch GenootschapteUtrecht,1859,p.429),reproduced by Mac-

Hacobian,"P.A.Leupe:ThesiegeandcaptureofMalakafromthePortuguese
in1640-1641,"JMBRAS,Vol.XIV,Part1,1936,ll.4×9.2cm.**
14.P.Elias,"Hoofdplanvandestaden'tkasteelMalacca,"ca.1792(inI.C.Overvoorde,

"EenenietgepubliceerdeKaartvandebelegering van Malaka in 1640-1641,"

Tijds.Jnd.Taal.,LandenVolkenkunde,LXVI,p.617,1926),reproduced by G.

Irwin,"MalaccaFort,"JournalSoutheastAsianH3'story,Vol.3,No.2,p.43,

1962,ll.5×13,0cm.**

15.Anon.,"Dutchmap ofMalacca town,"beforeca.1800,reproducedinThetown

andMalacca,Singapore,1924,16.1×36.1cm.**

*PortogaliaeMonumentaCartograhica(P.M.C.),platenumber.
** reproductionの大きさを示す

Ⅳ マラッカ要塞の記載

前章のマラッか市街図目録における要塞の記載は,大別,つぎの5グループにわけられる｡

すなわち 〔A〕GasparCorreia の LendasdaIndia所収図｡ 〔B〕ManuelGodinhode

Er色diaの DeclaragamdeMalaca所収図およびその系統のもの. 〔C〕JoaoTeixeira の

Atlasdetrintaeumacartas所収図.〔D〕PedroBarretodeResende,I,ivrodoEstado

所収図｡〔E〕P.A.Leupeおよび P.Elias作成図などオランダ時代のもの｡

〔Aグループ〕

GasparCorreiaは1495年に生まれ,17才で インドに渡り,AlfonsodeAlbuquelqueの死

没まで彼に仕え, 以後 インドの植民地行政官として留まった人物である｡ 彼の著書 Lendas

daIndia(4Vols.)はその第2巻にマラッカ地図を収める｡15' 目録 1,2の無題とされるも

のがこの図で,それによると市街はマラッカ川をはさんで左岸と右岸に分かれ,横木 (あるい

は蔓)と杭とでつ くられた柵によって背後を囲まれている｡左岸河口寄りの地には長方形の要

塞 (以後古要塞と称す)が設けられ,この建物の北西側に四つの窓をもった塔が設けられてい

る｡このプランによると,マラッカ山 (BukitMalacca)はなお防禦の対象とされていない｡

この丘はオランダ時代 "聖パウロ丘"と呼ばれたが,ポル トガル時代には "聖母の丘"と呼ば

れることが多かったC占領を示す Padraoはマラッカ山にほど近い海中 に描いているoCorreia

はこの著作の大部分を1550年には書き終えてはいるが,第 1巻には1561年に書いたと記 し,さ

らに1563年にマラッカでふたたび手を入れたといわれるから16),遅 くとも1564年にはできあが

15)P.M.C.,p.167,Plate85A,86A.
16) Zbid.,p.167.
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ったものと考えてよい｡

｢BグループI

ManuelGodinhodeEr色dia

oj作成 した-蹄の地図で,目録

3の Atlasdeuintefolhasi二,TT

収図および目録 4,5,6,7,

8, 9な ど Declarafam de

Malaca所 収 図 が これにあた

る｡

Erediaは 1563年 マラッカに

生まれた｡父はアラゴン貴族の

血をひくポル トガル人,母はマ

カッサルのラジャ D.Joaode

Supaの娘である｡ マラッカの

イエズス会の コレギオに学び,

さらに1575-77年にはゴアのセ

ミナ リオで文法 ･芸術 ･哲学 ･

数学 ･科学を修め,1579年 イエ

ズス会に入会 (1584年退会),

1623年 5月 (推定)に投 したと

い う｡17)

彼の地図の描 き方はポル トガ

ル流の侮図風の描き方とはこと

なって,む しろオーソ ドックス

な地図描法で,彼が リスボ ンに

滞在 していた当 日.lj:,盛んに行な

われていた VazDouradoの図

法の影響をほとんど受け容れて

写真3都市図目録 1 GasparCorreia,notitle,bird's
eyeview ofMalaccatown,ms.,Lendasda
India,16C.,Arquivo Nationalda Torredo
Tombo,Lisboa.

写真4 都市図目録3 ManuelGodinhodeEredia,
"Pl畠taeformadocitiodeMalaca,"Atlas

deuintefolhas,1610,Biblioteca Nacional,
RiodeJaneiro.

いないことが注意せ られる｡18) 彼が活動 した17世紀初頭には,東南アジアにおいてはオランダ

の勢力が急速に拡人 しつつあり,すでにバ クビアはオランダの手中に落ちていた｡Declaragam

deMalacaにみられるごとく, 多くの要塞図が作られており, また丹念な周辺の大地域図が

17) Ibid.,p.40.
18) (bid.,p.40.
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つ くられているのは,おそらくオランダの進攻を予測しての防禦作業のための製図でもあった

と考えられる. 彼はまた1604年に Muar川河口左岸に-要塞を築いた｡ マラッカのそれに比

べれば,いくぶん簡単なものであったが,マラッカ防禦の前哨線としてきわめて重要なもので

あった｡

目録 3"PlataeformadocitiodeMalaca''ほ 縮尺付の Malacca市図,偏五角形の要塞

で,北酉部の城壁はほぼ南北方向に走っており,南西の突出部から沖に向かって 100 1eaGaS

の地点に方位の基準が置かれている｡マラッカ川右岸には,町を囲んだ土壁がつ くられ,海岸

ぞいに北西に走る道路に対 して入Llがあげられ,左岸の要塞城壁北東部には二重の囲郭がみら

れ外側のものには NovaTracaと記される｡寺院のある "聖母の丘"は目録 1,2の両図と異

なり,すでに要塞の城壁によって囲まれており,前図と異なって,かなり広い地域を左岸一帯

に占める一大要塞が出現したわけである｡

目録4 "PlantadacidadeepovoacoensdeMalaca"は,前図と異なり,方位に関して,

上を 東, 図底 を 酉 としており, "Nova

Traca" とされる北東部外側 の囲郭や要案

内の道路 ･地形が示され, また要塞周辺の

河川 ･海岸 ･洲 ･道路などが 比較的克明に

記されている｡ 右岸の市街もやはり障壁で

囲まれている｡ なお目録 5はその複製図で

ある｡

目 録 6 "Planta de fortificacam da

cidadedeMalaca"は前図のなかから要塞

の部分のみをとりだしたものである｡ ただ

前図と異なるところは, 要塞からマラッカ

川河口近 くの橋-道路が通 じており】,南東

城壁においてもまた2個所の道路をAerle16

川の2橋に通じている｡"聖母の丘"上の寺

院は描かれ, ここに至る四つの道路,城塞

内北西部 の 古要塞 も明らかに 記されてい

る｡

目録 7"PlantadafortalezadeMalaca"

は, 文字通りマラッカ要塞の中心をなす古

要塞の平面図である｡ 縮尺が付せ られ,義

方形の建築物に加うるに 塔が建物南西端に

810

坤ナ
+ I∫

･l嘗 LJ′- :.辛

事■む事■む

写真5都市図目録4 ManuelGodinhode
Er6dia,"Plantadacidadeepovo-
acoensdeMalaca,"DeclaraCam de
Malaca,1613,BibliothとqueRoyale,
Bruxelles.
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写真 6 都市図日録 6 ManuelGodinhode 写真7 都市図目録 7 ManuelGodinhode
Er6dia,"Plantadefortificacam da Er昌dia, "Planta da fortaleza de
cidadeMalaca,"Declararam deMa- Malaca," DecZaragam deMalaca,
laca, 1613, Bibliothとque Royale, BibliothとqueRovale,Bruxelles.
Bruxelles.

付加されている｡前述の GasparCorreia作の日録 1,2図の建物の北西角に塔をもつものと

異なっており,"AfonoodeAlbquelquefundouesta fortalezanesta forma,anno 1511"

とあるので,この平面図のほうが正確な姿を伝えているものと判断される｡なお,マ ラ ッカ 古

蝕直後,すなわち1512-15iFの状況を示すといわれる TomとPires の SumaOrientalによ

ると,この塔についてつぎのごとく記されている｡

石と漆喰とがなかったので総司令官は材木で要塞を作りはじめた｡そしてその間に漆喰を

求める命令が発せ られた｡彼は材木の要塞を取 り壊 しはじめ,かれらの大メスキータ 〔モス

クノ の敷地に立派な要塞をつ くった｡それは現在 もそこに位 している｡それは強固 で,周 囲

の塔のLJlにこっの真水の井戸があり,他にも二つ三つある｡一万の端では海がそばまで来て

おり,他方は河には している｡ 要塞の鳩は非常に厚 い｡見張塔は,それを見慣れている地域

〔ヨー｡ッパ lでもこのような ｢立派な〕ものは見られないO それは 5層で, そこから四方
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写真8都市図目録8 Anon.- ManuelGodinhode Er6dia,"Taboa da

plantaformadafortalezadeMalaca,"Atlas-M3'scelinea,ca.1615-

1622,collectionofDr.C.M.C.MachadoFigueira,Lisboa.

に大小の砲が発射される｡19)

まことに要塞としてはすぐれた機能性を有していたことを物語っている｡Barros その他の記

述によれば,マラッカには石材は乏しかったが,モスクや墓地を取り壊してこれらの材料が古

要塞構築に利用されたともいわれている｡

目録 8 "TaboadaplantaformadafortalezadeMalaca" は 目録4を簡略にしたものの

ようであるが,方位のとり方は目録 3に,内容は目録 4に近 く,南部の水系に若干の変更がみ

られる｡南東部には BukitChinaがあらわれ,その北西に泉が描かれている｡ したがって,

この図は BukitChinaの泉,南部の水系と要塞との位置関係を図示したものと言ってよい｡

目録 9 "FortalezadeMalaca"は城塞内部の烏撤図である｡"聖母の丘''の寺院はじめ,古要

塞 ･病院 ･市公館 ･Colegioなどが絵画的に表現されている｡ この城壁は四周ともに石造りの

立派なものが描かれているが,St.Domingo城砦と Santiago城砦との問の障壁 は, 東側は

すべてにわたり,南側は大部分にわたって木造であったとされるから,この烏轍図はこの木造

部を石造とした一種の印象図といえるかもしれない｡聖パウロ丘の寺院-通じる四つの道路が

克明に示されているのは何か要塞内部の道路- たとえば目録 6のどときものがその基礎的な

材料となっているのではない かと思われる｡

〔Cグループ〕
目録10"MalacanaAureaChersonesso"はJoaoTeixeiraの作で,簡単な要塞図である0

19) ArmandoCortesao(translated),TheSumaOrientalofTomePires,anaccountoftheEast
fromtheRedSeatoJapan,writteninMalaccaandIndiain1512-1515,Vol.II,1944,p.281.

812 - 142-



船越 :古地図にあらわれたマラッカ

あるいはさらに 詳細な鳥目敢

図を志 しながら途申で放棄

して しまったのかも しれな

F i
･ ⊂､

目 録 11 "Fortalez de

Malaca"はほとんど目録10

ujひきう一JL, ただ少 しば

かり, 右岸の市街が整理さ

れているため, 日録10に比

べて整った印象を与える｡

FDグループ l

日録12 "無題マラッカ図

写本"ただ 一つがこの類に

揺する｡1635-46年の写本

写真9 都市図目録 9 Anon.-ManuelGodinhodeEr6dia,
"Fortaleza de Malaca," AtZas-Misceldnea, ca.

1615-1622,collection ofDr.C.M.C.Macllado
Figueira,Lisboa.

と推定される｡20)すなわち,ポル トガル時代末期の要塞の烏撤図で,その第一印象は要塞･市街･

周辺部の防禦が,従来のどの図に比べてもいちじるしく強化されている｡要塞の北東から南側

にはかつてみたことのない溝渠があらわれており, 聖フランシスコ丘 (BukitChina)にもフ

キットピピ (Bukitpipi)にも城砦が構築され,相互にバ リケー ドで--)なかれて い る. これは

写真10都市間目録 10 Jo50Teixeira,"Malaca 写真11吉相汀く旧録 11 JoaoTeixeira,"Fortalez
naAureaChersoness0-- ,"Atlasde deMalaca,"Atlascome)inteetrêsmap-
trintaeumacartas,1630,Libraryof as, 16C.,Bayernische Staatsbiblio-

Congress,Washington. thek,Mtinchen.

20) C.R.Boxer,"TheAchineseAttackonMalaccain1629,asDescribedinContemprary

PortugeseSources,"MalayanandIndonesianstudies,1964.J)推定による｡
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写真 12都市図目録12 Anon.,notitle,planofMalacca,ms.,Liz)rodoestadodaIndia
orienial,ca.1635-1646,BritishMuseum,London.

アチェ-をはじめとする周辺諸王との争いが激化 したことと,オランダの進出に対応 してかつ

てない強化されたマラッカの姿を現出している｡

北東 ･南の溝渠は川および海に通 じ,その幅は24フィー トであったという｡1620年頃のある

オランダの報告書によると,マラッカの衛戊兵は昼夜兼行で要塞の強化のために動員され,従

来の木造の障壁も部分的に石造に変えられたという｡21'ポル トガル時代の要塞図はこれをもっ

て終 りとなる｡

〔Eグループ〕

目録13"MalakkasGrondteijckeningen"は P.A.Leupeが,--グの Rijksarchiefにあ

るプランから,19世紀後半に復元作成 した-図で, なかには Thysen (1656),VanRiebeeck

(1663)の資料も小部分ふ くまれている｡22) だいたいにおいて,1660年前後の要塞内部の状況

を示 しており,要案内部に,56年,63年の2度にわたって,主要建築物,旧城砦 ･政庁 ･銀行

21) G.Irwin,F'MalaccaFort,"JournalofSoutheastAsianHistory,Vol.3,No.2,1962,p.29.
22) Zbid.,p.40,もと本題を "MalakkasGrondteijckeningen 1656en 1663" という. もともと
BerigtenvanhetHistorischGenootschaPteUtrecht(1859),p.429に所収されるoこの図はその
後,HMacHacobian,Leupe:TheSiegeandCaptureofMalaccafrom thePortuguesein
1640-1641,"JMBRAS,Vol.XIV,Part1,1936,にもreproduceされているO
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1.Dwellings

2.Warehouses

3.Heerenstraat

4.Hospital

5.St.Paul's
Church

6.Government
houseand
secretariat

7.Pavo托ce

8.Oldfort
(MisericordiaJ

写真13 祁市図目録 13 P.A.Leupe,HMalakkasGrondteijcke-
ningen1656en1663日(G.Irwinの複製図による)

などを囲む障明がさらに築かれたようである｡E]録12と比較 して,城壁は南線的であるC これ

は前者が,印象的,絵画的であるのに比べて,後者が リアルに作図されたためかもしれない｡

オランダの[1滴i直後,古要塞は2階以上が完全に破壊 され,ほとんど雨ざらしとなって しま

ったという｡23) 1660年には,なおこの建物は修復されて残 っていたようである｡城壁で,もっ

ともひどい損告を被 ったのはマラッカ川河口から泡に血する一帯で,この一角は大 きく改変さ

れて,二つの砦,Middelburg と PrinsHenrikがつ くられた｡ この地図の 質料を 提供 した

Thysen もこの-一つをつ くった人物である｡ポル トガルの反撃や周辺諸王の攻撃をおそれて,
急速に修復され,そのための工人 もバクビヤから送 られてきたO弱点はカバーされ,木造の障

晒 ま土脚 こかえられたo 城 曙の高 さはマラッカ川側で24フ ィー ト,他の場所では32フィー トと

なっていた｡1641年11月7[]杜重な儀式が行なわれ,オランダはマラッカを完全に支配するこ

とを責言 した｡そして,城砦につけられていたかつてのポル トガル刷の名]称 もほとんどつぎoj

ようにオランダ風に改められた｡24)

S.Dominos- Victoria Hospitaldospobres- Maurits

MadredeDeus→ Emilia S.Pedro→ PrinsHenrik

AsVirgens-- HenricaLouisa Mora- Ernestus

Santiago- Wilhelmus HospitalReal- Amsterdam

23) G.Irwin,ibid.,p.32.
24) Ibid.,p.33.
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写真14都市図目録14 P.Elias,"HoofdplanvandestadentkasteelMalacca,''ca.1792
(G.Irwinの複製図による)

1.Stonesluice-gate
2.Traver9eWall
3.Fausse-braie
4.Gatetothefausse-
braie

5.Fausse-braiewatch-
towers

6.Gatesalwayskept
closed

7.Casemates

8.Guardhouses

9.Militarystore
10.Overseerofslaves

ll.Company'sslave
quarters

12.Arakstore

13.Carpenter'sstore
14.Ricestore

15.Payo氏ceand
sma11-armsstore

816

16.Cemetery
17.Company'sstableand
coachhouse

18.Dispensary
19.Warehouseandsmithy
20.Graveofrajahaji
21.Ships'timberyard
22.Church
23.Secretariatand

counting･house

24.Governmentgarden
25.Greatgate
26.Governmenthouse

27.Ridinggate
28.Armoury
29.Arti丘cersandnaval

guard
30.Marinestoreand

cooper'sstore
31.Gaoler
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32.Steps
33.Twostone

gun-platforms
34.Flag･pole
35.Clock-tower

36.Powdermagazine,
formerlySt.Paul's
Churcl1

37.Landgate
38.Stonesluice-gate
39.Gunstore
40.Harbouトmaster

41.Water-level
42.Boatswain'shouse

43.Hospital
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目録14HoofdplanvandestadenkasteelMalaccaは C.F.Reimerの資料に基づ く図であ

る｡25' 彼は*尉 として1791年までマラッカに滞在 した軍人であった.目録13の1660年か ら,こ

の図作成の時期の問には有名な BarthasarBortの長官時代 (1665-1678)がふ くまれている｡

Bortの方針は, 1)北東角 の Victoria城砦の強化と,2)南東部 の 濠のはり下げであった｡

1792年の Reinerの地図ではこの濠の北東のマラッカ川-の出口,南東の海-の出口には脚 ''J

が設けられ,潮の干満によってその水は清 くされていたoマラッカ城塞はか くて,孤証 した人

工の畠の様相を呈するに至った｡要塞内部の建築物 も完備 され,18世紀未にはその防禦はほと

んど完全で,不落 と考えられていた｡

目録15日DutchmapofMalaccatown"は,イギ リスの第 2次マラッカ占領100年を記念 し

て,1924年 シンガポールの MethodistPublishingHouseより出版 され,マラッカの都 市およ

び要塞に関する 史跡ガイ ドブックとして著名な TownandFortofMalaccaの付録として

オランダ時代の地図から複製さ

れたもので,縮尺2,640分の 1,

左岸の要塞はもちろん,右岸の

市街郡までマラッカ川から梅 に

通ずる水濠で囲まれ,市街のti毎

岸部に石垣が築かれ,さらに防

波堤を兼用 したバ リケー ドが渥

中に築かれている｡ この海 中 の

バ リケー ドはイ リール沿岸にも

構築 された｡ ｢け街地の 記哉に乏

しいが,要塞都 市としての完成

期を示す地図である｡18世紀末

と推定 される｡

写真15都市図 目録 15 Anon.,"Dutch map of
Malaccatown,"beforeca.1800,reproduced
inTheiou)nandMalacca,Singapore,1924.

ではマラッカ要粟の原型とな

ったポル トガル時代 中期以後のマラッカ要塞は,いったいどこの築城法をモデルとしたのだろ

うか｡その方式は "Bastiondtrace"に近 く,銃砲をのせる防 壁面を平壇にし, いずれの角度

に対 しても死角のないのを特色とした｡ それは 1570-80年頃,イタ リアの Veronaで初めて

実際に用いられ,以後, ヨーロッパ全休に拡がっていったものであるC この Verona方式を実

際にマラッカが模倣 したとするならば,それは)冊寺の ヨーロッパの流行をいち早 くとり入れた

きわめてモダー ンなものであったといえるわけである｡26)

25) 1bid.,pp.43ff.
26) Ibid.,p.26.
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オランダの占領後はその河海に関する得意の土木技術を駆使して,この城塞と市街とを人工

の島となし,主要な地点の防御工事を丹念に施 した｡このオランダの支配こそマラッカ要案を

その完成した姿にまで高めたのであった｡

Ⅴ マラッカ市街の記載

マラッカ市街は,要塞の北西,マラッカ川をへだてて右岸にひろがる｡両岸 の連絡 はマラ

ッカ川河口に近い現在の金馨橋の位置に一橋が設けられ,この橋には両側に楼門が付せられて

いた｡この橋はすでにマラッカ王国時代から存在 しており,15世紀はじめ鄭和が訪れた頃から

すでに外来の人士の注目を浴びていた｡27) オランダ時代の絵画のあるものは,橋全体が屋根と

壁とで覆われているものも存在する｡しかし,18世紀末にはこの橋も鉄の吊橋に架け換えられ

ていたらしい｡ それはともか く,目録 1,2の烏撒図 (ca.1550-1564)は この橋の姿を リ

アルに描いているo橋の近 くにはポールが建てられ,北西に向かって広い道路が通 じていたO

そして,市街は木造の障壁で囲まれ,この道路が障壁に通じるところには,屋根を備えた一門

が開かれて外部と連絡 していた｡この烏撒図をみる限り,市街の海に対する防禦は全 く行なわ

れていない｡目録 3,4では市街を囲む障壁は土壁に改められ,目録 4には明 らか に tran-

queyraと記される｡ 目録 1,2に同じく,橋から北西に通じる退路の出入口がつ くられてお

り, 北東にのびる道路 のつき当りの障壁にも出入口が設けられていた｡ 目録3では市街の北

西と南東に,それぞれ S.Thome,S.Esteuaoの2教会が見出されるO

目録4で注目すべきは,市街図に若干の地名が記入され,直交状の街路が描かれて,いちじる

しく整備された印象を与えている｡ 1610年 頃 の状況を示すこの図には海岸近 くに Campon

Chelin,マラッカ川河口近 くに Bazarlaos,28) これら二つの西には CamponChina,Campon

Bendara29) があり,障壁にそうて,PovoaGam Upeの地域が拡がっていた｡ また障壁の外に

は ParitChinaとよばれる溝渠がつ くられていた｡tranqueyraの東端,CamponChinaか

らの道路との交点に PortadosChincheosがおかれていた｡淳州あるいは泉州とよめる地名を

付した門である｡.この市街の配置はすでにポル トガル統治下のマラッカが,多民族複合社会を

構成 していたことを示 している｡これらの民族のなかで,地図上から判断する限り,河口に近

27) ∫.∫.Sheehan,"AnExtractfrom Mr.JohnNieuho肝SvoyagesandtravelstotheEast
lndies,"JMBRAS,Vol.XII,Partll,1934,p.72は複数のア-チをもつ石造の楕であるといい,
鴻承鈎校注 『濠涯勝覧校注』上海,1935,p･23.によると,マラッカ千国時代は木橋で,20余間の橋
亭が設けられ,そこで諸物の売買が行なわれたという｡
28) J.V.Mills,"Eredia'sdescriptionofMalacca,MeridionalIndia,andCathay,"JMBRAS,Vol.
ⅤⅠH,Part1,1930,p.104によると"Chelin"はKlingのことで南インド出身の人 で々あり,"Iaos"
はJava人であるとする｡
29) J.Ⅴ.Millsの注は,マレー宮人の名称で,"bendahara"は "Dato"の上に当たるという｡また,
マレー語 `̀店屋''"財宝"の意もあるという｡
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いジャワ人の市場,これを遇 ったジャワ人の集落がもっとも通商に便利な場所を占めており,

また,海岸通 りの Chelin 人の集落がこれについでいたと判断される｡ ジャワ人,南インド人

名を冠する溝渠をつ くって開拓に踏み出 していたし,スジャラ ･マラユ以来の伝説をもつ郊外

の山 も BukitChina の名でよばれるようになっており, その勢いはやはり侮 りがたいものが

あった｡30)

ポル トガル支配時代終末期を示す Resende写本の都市図 (ca.1638)では市街はきわめて整

備 されており (目録 12)∴市街北部において 複雑な障壁が築かれていたことがわかる｡1800年

以前とされるオランダ時代末期の地図では,さきにのべた中国人の溝渠が さらに延長せ られて,

梅に導かれ,マラッカ川から泡までこの溝渠が貫通 している｡つまり,吊街は要基とともに,

水濠に囲まれた防禦某落となり,また.海]~肯こも石垣が築かれ, さらに,淘申には防波堤を兼

ねた石のバ リケー ドによって守 られるようになった｡ この市街部は目録 9,10の図では Banda

Malacca とよばれていた｡ オランダの牧柚で, 17世紀未から18世紀初頭 にかけて東インドに

滞在 し,数多 くの旅行経験をか さねた C.Valentyn は, その著書のなかで,18世紀初頭のマ

ラッカの要塞と市街について,つぎのごと くのべている｡31)

街の西北側には小砦を備えた城壁がある｡河 もここか ら海に流れ込んでおり,その水は十

潮時には淡水であるが,満潮時には離水 となるo 幅はたっぷ り40歩はあり,流れはいったい

に非常に速い｡ この河はクリソラントと‖乎ばれる｡街の東側には別の河があるO この河の向

う側の土地一帯は,街のあるこちら側 と同 じ高さで,双方の問は木の橋がかかっている｡ し

か し,その東南側は非常な湿地帯で ,i毎岸沿いの多少高い細長い部分を除いてはモ ンスー ン

の雨の後水浸 しになるo zl川Ⅰには兄･拝な広 々とした幾条かの街路が通 じているが,舗裳はさ

れていない｡街路には沢両の美 しい石造の家が建ち並び,その大部分は前代のポル トガル風

のはなはだ高い建物であるC市街は三口月形に建設されている｡

ここには立派な城壁と砦と砲とを備えた,優れた城塞があり,それは優秀な守備兵が守っ

ているので,激 しい攻撃にもよ く堪えるであろう｡城塞の中にはことごとくF'1二のポル トガル

時代の記念物となっている沢両のがん じょうな石造の家 と整った街路 とがあり,塔ははなは

だ荒廃してはい るが,いまなおかなりの夕日杉を存 して丘の__日こ立っている｡

街の申央の丘にあるその城塞はだいたいデルフス--フェンと同 じくらいで,門は___∵つあ

長官や会社の役人の邸および守備兵の営舎であり,これはかなり堅固なものである｡

30) スジャラ･マラユは BukitChina方[伸 二5井があI), そU)-つ は1430年に隼人の掘ったもU)で,
清音列な水を出すことを述べている｡
31) H.E.Mtlller,"Valentyn'sdescriptionofMalaca,"JSBRAS,No.13,1884,pp.50-51.
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200年前にはここは抄たる漁村にすぎなかったのであるが,今は立派な都市になっている｡

要案 ･市街ともに水濠と防壁に囲まれ,完成された美 しい要塞都市マラッカの姿が眼前に努

葬するようである｡

W 住民と住居の概観

この要塞都市マラッカには要塞 ･市街をふ くめて,どれほどの人口が収容されどの程度の家

屋が存在 していたのだろうか｡本章では地図と密接に連関する都市の人口規模 ･内容構成,お

よび家屋数 ･民族別所有者数などを検討 しよう｡ポル トガル ･オランダ時代の人口に関する資

料はきわめて乏 しく,その正確な実態を把握するのに困難を感じさせる｡

しかし,つぎに示す 2資料はいく分なりともこの疑問に答えうるものと思 う｡

その第 1は Erbdiaの Declaragam の記述である｡ 彼によれば,城内には家族 もちのポル

トガル人および守備隊 300人があり,またカンポンクリン･カンポンチナの住民に2,500人の

キ リス ト教徒があり,イ リールには土着民を除いて 1,300人,サバク地区に 1,400人,すべて

このマラッカー市街およびその周辺に約 5,000-6,000くらいの キ リス ト教徒が居住 していたこ

とがわかる032'ともか く,ジャワ･南インド･中国から来たアジア系諸民族を相手に熱心に宣教

を行なって改宗させたものらしい｡ポル トガル時代の地図に要某 ･市内はもとより,郊外にま

で教会の形を散見するのはこのような状況を反映するものに外ならない｡要案内および市街に

2,800人のキ リス ト教徒があり, これに若干の非キ リス ト教徒を加えた数がマラッカ市の総人

口だったことになる｡郊外にキリス ト教徒の多いことも意外の感が強い｡

第 2は,オランダ統治時代初期の長官 B.Bort時代に行なわれた人口統計で,これによると,

1678年,マラッかFfiの人口は4,884人であったというO民族構成はオランダ人10%,ポル トガ

ル人 ･黒人40%,中国人15%,ム-ア人 ･ゲントゥス人16%,マレー人16%,ブギス人 3%と

なっており33',文字通 りの複合社会を形成 していた｡そして,10%のオランダ人の大部分がオ

ランダ東印度会社に所属していたことはいうまでもない｡(表 1)

この調査はさらに家屋調査をも含んでいた｡すべて 720の建物のうち,137が煉瓦造 り,583

がアタップ葺きであった｡そして,全人口の15%を占める中国人が,煉瓦造 りの建物の59%を

占めていたことは注目してよい｡また中国人の家屋は61%が煉瓦造 りの永久的な建築物だった

32) J.Ⅴ.Mills,oP.cit.,p,20.
また,Valentynは,マラッカの人口についてつぎのようにのべている｡
｢以前この城塞には11,000-12,000の住民がいたのであるが,現在ではオランダ人･ポル トガル人･
マライ人を合わせて200-300より多くはない｡その内マライ人は辺都な隅のほうに簡単なアタップ葺
きの小屋を作って住んでいるのである｡城塞の向う側にも沢山の美しい家々が建ち並び,また主とし
てマライ人が住んでいるきちんとしたココヤシやその他の植栽林がある｡｣と｡

33) M.∫.B一ender(translated)andC.0.Blagden (noted),"ReportofGovernorBalthasar
BortonMalacca,"JMBRAS,Vol.V,Part1,1927,pp.41144.
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表1 BarthasarBortによるマラッカ諸民族の人口構成 (1678年)

( )内は%,上は種別において,下はマラッカ諸族別において占める割合
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表2 BarthasarBortによるマラッカ諸民族の建築物 (1678年)

( )内は%,上は建築材料別∴ Fは民族別の割合

オランダ人

23(18)
(17)

107(82)
(18)

130(100)
(18)

ポル トガル
人 ･黒人

6( 3)
( 4)

220(97)
(38)

226(100)
(32)

ムーア 人 ･
中 国 人 ゲ ン トゥス マ レー 人 ブギス人

人

81(61) 27(46)
(59)

51(39)
( 9)

132(100)
(18)

(20)

32(54)
( 5)

59(100)
( 8)

135(100)
(23)
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(19)

38(100)
( 7)

38(100)
( 5)

計

137(19)
(100)

583(81)
(100)

720(100)
(100)

のである｡34'(表 2)Valentynの記事 のなかで ｢要塞の 向 うの美 しい建物｣とい うのが これで あ

ろ う｡すでに この頃現在み るがごとき, 申 国人 によるマ ラ ッカ市街の形成はその基礎を固め,)

1あった ものらしい｡ この調査の時期はのちに彼 らの信仰の申心 とな り, カピタ ンの車務所の

lrfTrT,i_かれた 青雲亭 の創建 され る 5f銅了Jのことである｡35'VictorPurcellによれば現在 マ ラッカ在

住の申国人家族はその祖 先を 17世紀 始め頃まで遡 ることは不可能であるとい う｡36) これが,

Er色dia の述べ る カ ンポンチナのキ リス ト教徒 とどのよ うにつながるのか明 らかでないが, ポ

ル トガル ･オランダのあの大激戦を問に挟んで, この日印こおけ る中国人の状況はなお詳細に知

34) Zbid.,p.40.

35) Ifj'雲亭内の伸 幸 に建立されている道尤25年の右f桝二よれば,同/享は1673年, 世人甲比丹鄭芳陽の創建
になるという｡ 観音顔で,甲比月の串務所に利用された｡ 現 在IBukitChinaの華人墓地や付属の寺
廟若十を管理している｡

36) V.Purcell,"ChineseSettlementinMalacca,"JMBRAS,Vol.XX,Part1,1947,p.122.
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ることはできない｡しかし,現在の中国人家族の トレースがオランダ時代までしか遡りえない

とすれば,ポル トガル時代の中国人は新天地を求めて移動あるいは四散 したと考えねばならな

い｡37)やはり,現在のマラッカ中国人街はオランダ時代にその基礎を形成したと言ってよいで

あろう｡ そして,18世紀初頭には,Valentynもいうように ｢この街は商業上きわめて有利な

位置にあり,この海峡にはつとに多 くの出入船舶,ことにベンガル,コロマンデル,スラト,

ペルシャ,セイロン,ジャワ,スマ トラ,シャム, トンキン,シナから来る船舶が転換 してい

た｣のである｡

む す び

マラッカ地名の広域地図上-の出現は, 中国においてほおそくとも15世紀初頭と目せ られ

る｡間接的ながら 『武備志』所収の ｢鄭和航海図｣はこれを推定せしめる資料ともなるし,ま

た元代の朱恩本の地図の改編とされる 『広輿図』系の諸地図にも,この地名が記されているか

らであるOだがヨーロッパにおいては事情は異なっており,広域地図にマラッカ地名の出現す

るのはほぼ 1世紀おくれた16世紀初頭からのようである｡マラッカ地名の出現のためには,ア

フリカが周航されねばならず,またインド航路の開拓もそのための必須の条件となったからで

ある｡そして,ヨーロッパ地図-のマラッカの出現後,10年を経ず して大航海時代の先豆削こ立

った旗手ポル トガルの手によって占領されたのであった｡か くて,インド以東の束アジアにお

ける最初のヨ-ロッパ植民都市がつ くられたのであった｡ただちに要塞と教会が建設され,そ

の後,さらに16世紀の後半には当時最新の築城術による城壁によって囲まれた｡おくれて東ア

ジアに進出したオランダはポル トガルと大激戦を演じたのち,17世紀前半にこれを占領 し,18

世紀には得意の水利技術を生かして,環濠を伴うほとんど完壁の要塞都市を完成せ しめた｡一

方,市街部は,交易都市としてのマラッカの性格を反映し,ジャワ人 ･中国人 ･タミル人など

による複合社会の形成が行なわれていたことが,古地図上の集落名称から看取せられ,重要な

マラッカ市街の構成要素となっていたOイギ リスのマレ-半島への進出は18世紀後半,にわか

に活発化し,1795年にマラッカを占領した後,1807年にオランダに還付,1824年にふたたびこ

れを手中にした｡

マラッカ要塞都市の栄光は,なおその残照をイギ リスの第一次占領期の終 りまで保持されて

いた｡しかし,1807年のオランダ-の返還を前に,イギ リス当局は他日もう一度これを占領す

る際のことを顧慮して,この都市の防禦態勢を解除したO まず BukitChina方面の要塞の破

壊からはじまり,塔と壁塁を有するポル トガル以来の歴史的な城塞は破壊 しつ くされた｡これ

37) 宋哲美 『馬来酉亜華人史』香港,1964,p･53.

822 -152-



船越:古地図に.あらわれたマラッカ

には 2年の歳月 と数千ポンドの費用がついやされたといわれている｡38)破壊のあとに残 された

おびただ しい石材は早速セランゴール-運ばれて道路舗装に用いられたという｡39) っいにこの

美 しい黄金半鳥の都市 もその残照を没 し去 ったのである｡イギ リスによるこの破壊はまことに

マラッカの運命を象徴する出来事であった｡すでにプ リンス ･オブ ･ウェールズ島を占徹 し,

商業基地とな していたイギ リス東インド会社の政策はほとんどマラッカから交易機能を奪 うに

至 っており,それにつづ くシンガポール柿民地の建設はその死命を制するものであった｡

この落 日のマラッカが, もう一度息をふきかえすには,19世紀未の中国人によるゴム栽培や

錫鉱開発の盛行までまたねはならなかった｡19世紀未か ら20世紀初融にかけてのイギ リス当局

による華僑移住奨励策はやがて効を奏 し,マラッカ市街はほとんど華僑の町と化 し,華南や台

湾の都 市と何 ら異なるところのない景観を現出せ しめるに至ったのである｡

[補 説 1二, マラッカ周辺地域を描 く地図

マラッカの行政境域ないしはマラッカの川辺地帯を描く地図には,Er6diaの Declaracam deMalaca

所収図をLF]心とする一群の地図がある｡以下に示す5葉の地図はこの4葉に,やはり,Er6diaのマレ-辛

島南部地図を加えたものである｡

[Malacca地方図〕

1. ManuelGodinhodeEredia,"NovaTavoaGeographicadaTeradoSertam deMalaca,

TeitapoloCosmographoEMathematico,"Atlasdevintefolhas,1602,BibliotecaNacional,

RiodeJaneiro,29.7×39.3cm.(411B*)

2.ManuelGodinhodeEredia,notitle,mapofMalaccadistrict,Declaracam deMalaca,

1613,Biblioth占queRoyale,Bruxelles,26.0×36.5cm.(412E*)

3.Anon.一ManuelGodinhodeEr6dia,notitle,mapofMalaccadistrict,Atlas-M3'scelanea,

ca.1615-1622,collectionofDr.C.M.C.MachadoFigueira,Lisboa,27.5:く20.0cm.(417C*)

4.ManuelGodinhodeEr6dia,notitle,mapofMalaccadistrict,reproducedbyJ.V.Mills,

"Eredia'sdescriptionofMalacca,MeridionalIndia,and Cathay,"JMBRAS,Vol.VIII,

Plate,Ⅰ,1930.

5･Anon.lManuelGodinhodeEredia,notitle,mapofsouthernpartofMalayArchipelago,

Atlas-Mt'scelanea,ca.1615-1622,collectionofDr.C.M.C.MachadoFigueira,Lisboa,27.5

･ヾ20.0cm.(417A*)

*PortogaliaeMonumentaCartograPhica(P･M.C.),platenumber･

これ等は Declaracam の第2f輝二ある"マラッカ地域についで'の内容に対応するもので,マラッカを

中心に,海岸一帯については北の Panagim 川河口から Muar川河日に至る12リーグの範囲にわたり, 内

陸地帯では北方から東北万にかけて, 半往8り-グの狐によって囲まれる地帯がふくまれている｡ (J.V.

Mills,"Eredia'sdescriptionofMalacca,MeridionalIndia,andCathay,"JMBRAS,Vol.VIII,

38) A.Hill(edited and translated),"The HikayatAbdullah,"JMBRAS,Vol.XXVIII
Part3,1955,pp.62-63.
MunshiAbdullah,劉強訳 ｢馬六甲砲台之折黒｣『南洋学報』第9巷第2韓,1953,pp.2627.

39) R.0.Winstedt,oP.cit.,p.8.
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Partl.p.104,1930.) ただ,地方図日録2,3,4(3の複製図)はほぼ同様の所収範囲を有するが, 地方

図目録1は,Muar川中流を欠いている点, わずかばかり異なっている｡ これらの図はいずれも内陸部で

は脊梁山脈の西側に境界線が描かれ,Sunecopon,Nannyなどの集落をふくむ｡ この図中に示される地名

および準地名は103項を数え, 集落と交通の様相が克明に記される｡

交通路で注目されるのは, マラッカ川を遡り,Muar川の上流に達し, ここからさらに Pam 川に連絡

して半島束海岸 のパハンに連絡するルー トが記されることである｡ いわゆる "Panarican"ルー ト(P･

Wheatley,L'Panarican,"JournaloftheSouthseasSociety,Vol.X,Part1,1954-GoldenKhersonese,

KualaLumpur,1966)であって,その分水嶺付近には Mllar川上流とPam川上流の連絡点"Panarican"

の地名が付せられている｡もちろん,通常いわれるどとき,Muar川下流から遡行して Pam川 (Pahang川)

上流に至る本来の "Panarican"ルー トは存在していたのであろうが, ここではマラッカ川遡行ないしは,

Muar川中流より上流経由交通路しか記されていない｡ すなわち, マラッカからパ-ン-の横断路を中心

に描いたものと考えられるのである｡絵画的な中央山脈や,Gun°LedanMontなどいちじるしく注意を

惹 く描き方で,縮尺は記されていないが,J.Ⅴ.Millsによると,DecZaracam に記される距離と実距離と

を比べるとだいたいにおいて20%程度の誤差があることが知られているo(J.Ⅴ.Mills,ibid.,p.108)こ

の類の地図は MalaccaDistrictを一望のもとに概観し,内部における交通系統と,外界-の交通連絡を明

らかにすることを主眼としている｡

地方図目録5は現在のマラヤ全域を記し,それにいまタイ領となっているPatani付近までがふ くまれる｡

すなわち,Kedah-Pataniを結ぶ線から,Johol,Singaporeまでを描き, とくに東西両斜面を流れる主

要河川および横断路,縦断路が記入されるoPanaricanルー トは Pera川上流より Pam 川-直接通じる

ものが一つ,さらにもうー一つ Pera川上流より,Muar川上流経由,Pam川-入るものが描かれているO

地名 ･交通路の記載からみて,マラッカ要塞都市とマラヤ全域の関係を把握するためのものである｡

〔補 説 2〕 "Hamy図''を1502年頃の作成とする根拠について

注 12にあげた Dr･E.T･Hamy,"Noticesurunemappemondeportugaiseanonymede1502,

r6cemmentd6couverteaLondres,''BuZletindegdogra♪hiehistoriqueetdescriptive1886,Comit6
destravauxhistoriqueetscien-tifiques,1887,は筆者の手許で得られないため,在パ リの高橋正氏を煩

わして,同地の国立図書館において重要な点を調査していただいた｡以下要点を摘記すると,同論文 158ペー

ジに ｢この図の作者 (anonyme)は1501年 8月に帰ってきた Toarによって, ソファラに関する情報をそ

の地図に示すことができたが,1502年9月11口にインドから帰ってきた Joam deNovaによる詳しい事実

の記述を全 く欠いている｡これによって彼の仕事がこの二つの口付の問に属す ることがわかる｣とある｡

⊂補 説 3〕 マラッカ山上の教堂について

本文中に記したBukitMalaccaの名称の変化とともに,マラッカ山上の教堂創基の事情も錯綜している｡

中村孝志教授の示教によれば,この丘の上に小教堂が建てられたのは1521年で, これは DuarteCoelhoが

1519年中国沿岸での危難を免れた恩寵を感謝して建立 した NossaSenhoradaGraGa(または Nossa

SenhoradoOuteiro)に始まる｡これはその後,聖母受胎告知教会 (NossaSenhoradaAnnuncian)

と改名され,16世紀中頃,ほとんど廃寺に近い状態であったのを修理したが,1590年までにほ完了しなかっ

たという｡そして,オランダ時代,この丘の上に聖パウロ学林が設けられたので,丘を聖パウロの丘,寺院

を聖パウロ寺院と呼ぶようになった｡

ポル トガル時代,この地の寺院は東方伝道の基地としてきわめて重要であった｡すなわち,1511年,アル

ブケルケが最初山麓に聖母受胎告知教会と命名された-寺院をつ くり,これが後に"昇天の聖母教会"と改称

され,新設されたマラッカ教区司教座の祭堂となり,東方伝道の拠点とされたのであるoLeupe(ス-ウテン

の報告)は "聖マルチル会堂"と記 している (MacHacobian,p.89)｡このように名称が時代と共に変化し,

近接の2教会の名称も時代によって同名ながら異なるわけで,まことに面倒な次第であるという｡(Cf･F･J･

Moorhead,A historyofMalayaandherneighbours,Vol.1,1959,pp.183-189.)
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